
（１）  ２０２１年（令和３年）１月１日 第２４号  

   
 

 
 

 

  

東
教
育
財
団
で
は
、
中
央
区
内
の
学

校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
育
成
、
並
び 

に
、
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た 

め
、
学
校
教
育
活
動
、
社
会
教
育
・
生

涯
学
習
活
動
、
並
び
に
、
地
域
文
化
・

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

令
和
三
年
度
の
助
成
事
業
の
申
請
受

付
は
、
二
月
九
日
（
火
）
か
ら
、
二
月

二
十
六
日
（
金
）
ま
で
で
す
。 

※ 

な
お
、
申
請
の
事
前
相
談
は
随
時
受

付
し
て
い
ま
す
。 

  

  

  

 
 

   

 
 

助

成

対

象

事

業 
  

 
① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発 

展
に
寄
与
し
、
且
つ
、
当
該
校
園
の
独
自

性
や
特
色
を
持
つ
事
業 

〈 

参 

考 

事 

例 

〉 

◆ 

地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産
業 

等
に
関
す
る
調
査
・
学
習
事
業 

◆ 

右
記
の
調
査
・
学
習
に
よ
っ
て
作
成 

し
た
冊
子
等
の
発
行
事
業 

◆ 

外
国
籍
や
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
幼

児
・
児
童
・
生
徒
へ
の
日
本
語
等
指
導
事

業 ◆
姉
妹
校
交
流
（
異
文
化
交
流
・
共
生
）

事
業 

  

 

    

◆ 

伝
統
芸
能
（
文
楽
、
能
等
）
鑑
賞
・

学
習
・
発
表
事
業 

◆ 

校
園
内
緑
化
等
自
然
環
境
整
備
事
業 

◆ 

ク
ラ
ブ
活
動
に
必
要
な
用
具
・
資
材

の
購
入
・
貸
与
事
業 

◆ 

ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
交
流
事
業 

（
例…

吹
奏
楽
部
が
開
催
す
る
地
域
コ

ン
サ
ー
ト
） 

◆ 

ク
ラ
ブ
活
動
等
に
お
け
る
全
国
大
会 

等
へ
の
参
加
事
業 

◆ 

校
園
周
年
記
念
事
業
（
一
〇
周
年
等 

  

特
別
に
実
施
す
る
周
年
事
業
に
限
る
） 

             
② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

   

    

 

  

 

     

 

 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区
五

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す

る
事
業   

助
成
対
象
団
体  

 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
活
動
を
行

う
社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習
団
体 

      

 

  

「社会教育・生涯学習事業助成説明会」  

（11月10日 中央区地域コミュニティプラザで開催） 

 

「学校教育事業助成説明会」  

（11月9日 中央区地域コミュニティプラザで開催） 
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業 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

令
和
三
年
度
の 

本
年
も
よ
ろ
し
く 

助
成
事
業
を 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 

募
集
し
ま
す 



（
折
り
紙
指
導
風
景
） 

 
 （２）  

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行

う
団
体 

           

 助
成
限
度
額  
 

 
 

長
引
く
超
低
金
利
政
策
が
公
益
財
団
の

運
用
収
益
減
を
招
き
、
財
政
基
盤
を
弱
体

化
さ
せ
て
い
る
。 

当
財
団
も
保
有
公
債
の
満
期
償
還
に
伴

い
運
用
収
益
の
前
年
度
比
減
の
あ
っ
た
平

成
二
十
九
・
三
十
年
度
の
二
年
に
亘
り
助

成
額
を
減
じ
た
。 

  

 

  

し
か
し
、現
下
の
超
低
金
利
状
況
か
ら

の
脱
却
が
見
通
せ
な
い
中
、
令
和
元
年

十
一
月―

地
方
債
（
額
面
二
億
円 

利
率

一
・
五
八
％
）、
令
和
四
年
十
二
月―

国

債
（
額
面
三
億
円 

利
率
一
・
四
〇
％
）、

令
和
七
年
六
月―

国
債
（
額
面
十
億
円 

利
率
一
・
九
〇
％
）
が
満
期
償
還
と
な

り
、
運
用
収
益
の
大
幅
減
収
が
見
込
ま

れ
、
こ
れ
ま
で
通
り
運
用
収
益
の
減
に

応
じ
助
成
額
を
減
じ
る
こ
と
を
続
け
れ

ば
、
財
団
の
目
的
・
事
業
の
達
成
が
不

十
分
と
な
り
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て

存
続
す
る
こ
と
の
意
義
を
問
わ
れ
る
こ

と
と
な
る
。 

 

そ
こ
で
、
令
和
二
年
度
以
降
の
助
成

事
業
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
運
用

収
益
が
減
じ
て
も
、
対
象
事
業
・
対
象

団
体
・
助
成
基
準
の
何
れ
も
、
令
和
元

年
度
と
同
様
と
す
る
こ
と
と
し
た
。 

助   

令
和
二
年
度
に
助
成
し
た
事
業
で
、 

既
に
実
施
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の

を
一
部
紹
介
す
る
。 

当
初
計
画
通
り
実
施
で
き
た
事
業
も 

 
 

       

  

あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
実
施 

時
期
や
実
施
手
法
を
変
更
し
た
も
の
、

事
業
実
施
を
取
り
止
め
所
要
物
品
の
調 

達
に
変
更
し
た
も
の
等
が
あ
る
。 

「
美
術
教
室 ―

 

        

基
礎
学
習
と
体
験
学
習
」 

《
当
初
計
画
通
り
実
施
》 

          
大
阪
市
シ
ル
バ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連

絡
協
議
会
で
は
、
中
大
江
小
・
玉
造
小

の
低
学
年
を
対
象
に
「
美
術
教
室
」
を

開
催
し
、
美
術
の
基
礎
学
習
と
も
の
作

り
を
体
験
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自  

 

           
 

             

  

由
な
発
想
を
楽
し
み
、
美
的
感
覚
、
美
術

的
思
考
力
等
を
養
っ
た
。 

 

（
助
成
額 

八
万
円
） 

「
開
平
校
下 

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」 

《
当
初
計
画
通
り
実
施
》 

 

開
平
校
下
東
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

開
平
校
下
地
域
住
民
を
対
象
に
「
ふ
れ
あ

い
学
習
事
業
」
と
「
野
外
活
動
事
業
」
を

実
施
し
、
開
平
校
下
地
域
単
位
と
し
て
の

組
織
づ
く
り
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の

将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
役
立
つ
こ

と
を
期
待
し
た
。（
助
成
額 

一
七
万
円
）  

 

                         

 

 

「
地
域
文
化
事
業
助
成
説
明
会
」 

 

（
11
月
11
日 

愛
日
会
館
で
開
催
） 

助
成
事
業
の
紹
介 

（
船
場
虎
屋
さ
ん
に
よ
る
和
菓
子
勉
強
会
風
景
） 



（
ハ
ー
プ
演
奏
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
風
景
） 

   
 

（３）  

「
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」 

    

《
実
施
手
法
を
変
更
》 

 
 

        

北
大
江
た
そ
が
れ
コ
ン
サ―

ト
実
行

委
員
会
で
は
、
毎
年
十
月
の
一
週
間
を

「
コ
ン
サ
ー
ト
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
と
し
、
地
域

周
辺
の
事
業
所
の
自
主
開
催
に
よ
る
ラ

イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
リ
レ
ー
開
催
す

る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

で
あ
る
北
大
江
公
園
や
八
軒
家
浜
船
着

場
等
で
野
外
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
て
き
た
。 

 

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
自
主

開
催
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
は
定
員
を

限
定
し
、
野
外
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
は
場

所
を
予
告
せ
ず
街
と
空
に
向
け
願
い
を

込
め
て
演
奏
す
る
形
を
と
り
、
イ
ン
タ
ー               

（
助
成
額 

一
二
万
円
） 

                               

  

ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
た
。 

（
助
成
額 

一
二
万
円
） 

「 

子
供
獅
子
教
室 

」 

   

《
実
施
取
止
め
・
所
要
物
品
調
達
》 

い
く
た
ま
子
供
獅
子
保
存
会
が
開
設

す
る
「
子
供
獅
子
教
室
」
で
は
、
地
域
の

子
供
た
ち
が
自
主
的
に
獅
子
舞
を
学
び
、

生
國
魂
神
社
の
夏
祭
り
の
巡
行
に
参
加

し
て
獅
子
舞
を
披
露
し
て
き
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
学
校
が
休
校
と
な
っ
た
た
め
「
子

供
獅
子
教
室
」
は
開
設
で
き
ず
、
生
國
魂

神
社
の
夏
祭
り
の
巡
行
も
中
止
と
な
っ

た
。 

 

そ
こ
で
、
長
年
の
使
用
で
傷
み
が
多

く
、
絶
対
量
が
不
足
し
て
い
た
衣
装
の
別

染
め
の
布
地
を
制
作
す
る
こ
と
と
し
た
。 

（
助
成
額 

一
二
万
円
） 

 
 
 
       

    

令
和
二
年
度
に
助
成
し
た
事
業
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
措
置
（
不
要
不
急
の

外
出
抑
制
、
三
密
回
避
要
請
、
イ
ベ
ン
ト

等
の
中
止
要
請
、
各
種
施
設
の
閉
鎖
等
） 

に
よ
り
、
実
施
を
取
り
止
め
、
助
成
金
の

辞
退
又
は
返
還
と
な
っ
た
も
の
を
一
部

紹
介
す
る
。 

  

                    

  

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
パ
ソ
コ
ン
お
絵
か
き
教
室 

と
科
学
実
験
も
の
作
り
」 

 

 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
府
高
齢
者
大

学
校
で
は
、
中
大
江
幼
・
玉
造
幼
の
園

児
を
対
象
に
「
パ
ソ
コ
ン
お
絵
か
き
教

室
」
を
、
中
大
江
小
・
南
大
江
小
・
玉

造
小
の
児
童
を
対
象
に
「
科
学
実
験
教

室
」
の
開
催
を
計
画
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
校
園
の
休
業
が
長
引
い
た
た
め
中

止
。 

 
 
 

（
辞
退
額 

一
二
万
円
） 

「
せ
ん
ば
鎮
守
の
杜 音

楽
祭
・
芸
術
祭
」 

 

坐
摩
神
社
境
内
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

開
催
さ
れ
る
「
音
楽
祭
」（
昼
の
部
）・「
芸

術
祭
」（
夜
の
部
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
準

備
期
間
の
長
い
祭
の
開
催
の
目
処
が
立

ち
難
く
、
ま
た
、
三
密
も
避
け
ら
れ
な

い
の
で
中
止
。 

 
 
      

（
辞
退
額
計 

二
五
万
円
） 

「
中
大
江
校
下
夏
祭
り
子
供
太
鼓
」 

 

中
大
江
小
の
四
～
六
年
生
の
児
童
が

太
鼓
の
練
習
を
行
い
、
生
國
魂
神
社
の

夏
祭
り
の
当
日
、
校
下
を
太
鼓
の
音
と 

掛
け
声
を
響
か
せ
な
が
ら
巡
行
し
て
き 

                 

   

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
。 

（
返
還
額 

一
五
万
円
） 

「
ｅ‐

よ
こ
逍
遥
二
〇
二
〇
＆ 

ｅ‐

よ
こ
ソ
ー
シ
ャ
ル
カ
レ
ッ
ジ
」 

 

地
域
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
等
を
楽
し

む
「
ｅ‐

よ
こ
逍
遥
」・
地
域
の
魅
力
を

学
ぶ
「
ｅ‐

よ
こ
ソ
ー
シ
ャ
ル
カ
レ
ッ

ジ
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
外
出
抑
制
で
準
備

が
進
ま
ず
、
収
束
の
見
通
し
も
立
た
ず
中

止
。 

 
 
 
 

（
返
還
額 

一
五
万
円
） 

「
浪
華
の
輪 

夏
ま
つ
り
」 

浪
華
地
域
の
住
民
や
事
務
所
関
係
者

等
二
百
人
程
が
集
ま
り
、
親
睦
と
地
域
の

活
性
化
を
図
る
「
浪
華
の
輪 

夏
ま
つ
り
」

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
。 

（
辞
退
額 

七
万
円
） 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

「
高
齢
者
屋
外
食
事
会
」 

「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」 

「
地
域
文
化
祭
」 

南
大
江
地
域
の
右
の
三
つ
の
「
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
。 

(

返
還
額
計 

四
〇
万
円) 

 
 

                 

 

助
成
事
業
の
中
止 



                             

  （４） 

 

      

 

江
戸
時
代
の
大
坂
は
、
物
資
や
産
物
の

集
散
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
江
戸
に
次
ぐ

大
消
費
地
で
も
あ
っ
た
。
集
ま
っ
て
き
た

産
物
に
大
坂
人
が
創
意
工
夫
を
加
え
て

独
自
の
食
文
化
を
創
り
上
げ
て
き
た
。 

江
戸
は
、
江
戸
前
で
魚
介
が
豊
富
に
獲

れ
た
の
で
、
割
く
文
化
（『
刺
身
文
化
』）

が
発
展
し
た
。
古
く
は
、
魚
介
の
生
食
は 

鱠
と
い
っ
て
魚
肉
を
細
か
く
切
っ
て
酢

で
和
え
て
食
べ
た
。
醤
油
が
登
場
し
て
か

ら
は
、
魚
肉
を
も
う
少
し
大
き
く
切
っ
て

醤
油
を
つ
け
て
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
関

東
醤
油
の
登
場
後
は
醤
油
一
辺
倒
に
な

っ
た
。
武
家
社
会
の
江
戸
で
は
切
る
を
嫌

っ
て
刺
身
と
呼
ん
だ
。
大
阪
で
は
こ
れ
を

造
り
と
い
う
。
造
り
は
役
者
の
化
粧
で
、

顔
（
食
材
）
を
化
粧
（
料
理
）
し
て
整
（
調
）

え
盛
り
つ
け
る
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。 

 

京
都
は
、
内
陸
部
の
た
め
、
野
菜
や
乾 

物
を
昆
布
や
鰹
節
で
と
っ
た
出
汁
で
煮

た 

                    

   
 た

り
和
え
た
り
す
る
烹
る
文
化
が
発
展

し
た
。 

大
坂
は
、
江
戸
と
京
都
の
料
理
を
融

合
さ
せ
た
。
大
阪
湾
や
瀬
戸
内
で
と
れ

る
海
の
幸
や
多
種
多
様
な
野
菜
な
ど
の

豊
富
な
食
材
を
も
と
に
割
烹
の
道
が
選

ば
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
割
烹
料
理
と

い
え
ば
大
坂
の
料
理
を
指
し
た
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
大
阪
が
生
ん
だ
様
々
な

形
態
の
料
理
屋
で
一
番
大
阪
ら
し
い
の

は
「
カ
ウ
ン
タ
ー
割
烹
」
で
あ
る
と
思

う
。
客
の
椅
子
が
少
し
高
く
な
っ
て
い

て
、
板
前
の
手
元
が
見
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
大
阪
湾
や
瀬
戸 

   

   

 内
で
と
れ
た
新
鮮
な
魚
介
を
板
前
が
見

事
な
包
丁
さ
ば
き
で
割
き
、
肥
沃
な
河

内
平
野
で
と
れ
た
野
菜
を
煮
る
。
客
は

口
だ
け
で
な
く
目
で
も
楽
し
む
。
板
前

の
華
麗
な
技
を
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
楽

し
む
の
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
、
ご
く
小
規
模
の
カ
ウ
ン
タ

ー
割
烹
を
好
む
。
で
き
れ
ば
夫
婦
二
人

だ
け
で
営
む
、
七
～
八
人
も
座
れ
ば
満 

席
と
な
る
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
の
店
が
良

い
。
数
軒
贔
屓
の
店
が
あ
る
。
そ
れ
を 

勝
手
に
名
付
け
て
「
板
前
割
烹
の
店
」 

と
呼
ん
で
い
る
。 

食
材
を
見
て
出
来
上
が
る
料
理
を
想

像
し
、
店
主
で
あ
る
板
前
が
振
る
う
腕

と
見
せ
る
技
を
堪
能
す
る
。
時
に
は
調

理
法
や
そ
の
コ
ツ
を
こ
っ
そ
り
盗
ん
だ

り
、
図
々
し
く
質
問
し
て
教
わ
っ
た
り

す
る
。
馴
染
み
に
な
り
、
好
み
や
ク
セ

を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
日
の
お
す
す

め
を
好
み
に
調
理
し
て
も
ら
え
れ
ば
最

高
で
あ
る
。
そ
し
て
会
話
も
楽
し
む
。

夫
婦
仲
が
良
く
、
奥
方
の
愛
想
が
よ
け

れ
ば
な
お
良
い
。 

そ
う
い
え
ば
、
あ
る
大
阪
の
料
理
人

は
「
大
阪
料
理―

七
つ
の
ス
タ
イ
ル
」

を
次
の
よ
う
に
い
う
。 

① 

食
い
味
を
追
求
し
、
誰
も
が
旨
い

と
思
う
味
を
提
供
す
る
。 

              

   
 ② 

ダ
シ
に
こ
だ
わ
り
、
素
材
を
余
す
こ

と
な
く
生
か
す
。 

③ 

大
阪
な
ら
で
は
の
旬
を
大
切
に
す

る
。 

④ 

素
材
や
調
理
方
法
を
組
み
合
わ
せ
、

新
し
い
味
わ
い
を
創
造
す
る
。 

⑤ 

良
質
な
お
値
打
ち
感
を
提
供
す
る
。 

⑥ 

店
主
の
個
性
も
味
わ
い
の
ひ
と
つ
。

お
客
様
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
。 

⑦ 

料
理
の
主
役
は
食
べ
手
。
お
客
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
場
を
提
供
す
る
。 

            

（
槇 

野 

勝
・
記
） 

         

 

 

― 
割
く
と
烹
る 

― 

大
阪
の
食
文
化 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。 

一
五
〇
〇
字
程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 


